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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年7月17日(2014.7.17)

【公開番号】特開2014-87686(P2014-87686A)
【公開日】平成26年5月15日(2014.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2014-025
【出願番号】特願2013-272032(P2013-272032)
【国際特許分類】
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   Ｃ０９Ｋ  11/78     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/88     (2006.01)
   Ｂ８２Ｙ  20/00     (2011.01)
   Ｂ８２Ｙ   5/00     (2011.01)
   Ｂ８２Ｙ  30/00     (2011.01)
   Ｂ０１Ｊ  19/12     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月4日(2014.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理すべき媒質内に光反応変化を発生させるための方法であって、
　（１）処理すべき前記媒質内にエネルギー変調作用物質を配置するステップと、
　（２）Ｘ線、ガンマ線、または電子のビームを前記媒質内の少なくとも１つの事前選択
された座標に到達させて、前記エネルギー変調作用物質から処理すべき前記媒質内に紫外
光または可視光のうち少なくとも１つを放出させるステップと、
　（３）処理すべき媒質内に放出された前記紫外光及び可視光のうち少なくとも１つから
、前記媒質へ前記光反応変化を引き起こすステップと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記到達させるステップが、Ｘ線、ガンマ線または電子の前記ビームの制御された線量
を提供することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】



(2) JP 2014-87686 A5 2014.7.17

　前記到達させるステップが、Ｘ線、ガンマ線または電子の前記ビームの強度を制御する
ことを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記到達させるステップが、Ｘ線、ガンマ線または電子の前記ビームに関して、前記媒
質内の少なくとも１つの事前選択された前記座標へ、較正された放射線ビームを到達させ
ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記到達させるステップが、Ｘ線、ガンマ線または電子の前記ビームに関して、前記Ｘ
線、ガンマ線または電子の強度変調源を到達させることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記到達させるステップが、１０から１５０ｋｅＶの範囲のエネルギーを有するＸ線を
到達させることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記エネルギー変調作用物質が、テルル化物、セレン化合物、及び酸化物半導体の少な
くとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記エネルギー変調作用物質が、Ｙ２Ｏ３；ＺｎＳｅ；ＭｇＳ；ＣａＳ；Ｍｎ，Ｅｒ　
ＺｎＳｅ；Ｍｎ、Ｅｒ　ＭｇＳ；Ｍｎ，Ｅｒ　ＣａＳ；Ｍｎ，Ｅｒ　ＺｎＳ；Ｍｎ，Ｙｂ
ＺｎＳｅ；Ｍｎ，Ｙｂ　ＭｇＳ；Ｍｎ，Ｙｂ　ＣａＳ；Ｍｎ，Ｙｂ　ＺｎＳ；Ｔｂ３＋，
Ｅｒ３＋；ＺｎＳ：Ｔｂ３＋；Ｙ２Ｏ：Ｔｂ３＋；Ｙ２Ｏ３：Ｔｂ３＋，Ｅｒ３＋；Ｚｎ
Ｓ：Ｍｎ２＋；ＺｎＳ：Ｍｎ，Ｅｒ３＋の少なくとも１つを含む、請求項７に記載の方法
。
【請求項９】
　前記エネルギー変調作用物質が、Ｅｒ、Ｙｂ、Ｔｂ及びＭｎの少なくとも１つをドープ
されたエネルギー変調作用物質を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記エネルギー変調作用物質が、ＵＶ－Ｂ帯域の光を放出する、請求項１に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記エネルギー変調作用物質が、ＵＶ－Ｃ帯域の光を放出する、請求項１に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記光反応変化が、前記媒質の殺菌または前記媒質内の発酵の不活性化の少なくとも１
つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記光反応変化が、細菌、ウイルス、酵母菌または真菌からなる群から選択された少な
くとも１つの生物を含む媒質を殺菌することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記光反応変化が、前記媒質の低温殺菌を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　処理されるべき前記媒質に光活性化可能作用物質を提供する段階をさらに含み、前記光
活性化可能作用物質が、ソラレン、ピレンオレイン酸コレステリル、アクリジン、ポルフ
ィリン、フルオレセイン、ローダミン、１６－ジアゾコルチゾン、エチジウム、ブレオマ
イシンの遷移金属錯体、デグリコブレオマイシンの遷移金属錯体、有機白金錯体、アロキ
サジン、ビタミンＫ、ビタミンＬ、ビタミン代謝産物、ビタミン前駆体、ナフトキノン、
ナフタレン、ナフトール、及び平面分子配座を有するその誘導体、ポルフォリンポルフィ
リン、色素、及びフェノチアジン誘導体、クマリン、キノロン、キノン、及びアントロキ
ノンから選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　処理されるべき前記媒体に光活性化可能作用物質を提供する段階をさらに含み、前記光
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活性化可能作用物質が、ソラレン、クマリン、またはそれらの誘導体を含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項１７】
　前記光反応変化が、放射線硬化可能媒質内の光開始剤を活性化させて前記放射線硬化可
能媒質を硬化することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　少なくとも２つの物体を互いに固定させることをさらに含む、請求項１７に記載の方法
。
【請求項１９】
　突出部を有する２つの物体の一方を提供するステップと、
　前記２つの物体を互いに固定するステップと、
　をさらに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　接着剤固化集合体を形成するステップをさらに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
　前記媒質へ前記エネルギー変調作用物質を到達させ、分散させるためにロボット操作デ
バイスを用いるステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　古い製品を除去し、新しい製品を導入するためにロボット操作デバイスを用いるステッ
プをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ビームの制御された線量及び制御された強度を計算するステップをさらに含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記エネルギー変調作用物質及び安定形態の光活性化可能作用物質の少なくとも１つを
保管するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２５】
　適用するステップが、前記媒質へ電子を提供することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２６】
　適用するステップが、前記媒質へガンマ線を提供することを含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項２７】
　適用するステップが、前記媒質へＸ線を提供することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２８】
　前記エネルギー変調作用物質が、蛍光発光金属ナノ粒子または蛍光発光色素分子の少な
くとも１つまたは複数を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２９】
　前記エネルギー変調作用物質が、ナノメートルの寸法を有する、請求項１に記載の方法
。
【請求項３０】
　前記エネルギー変調作用物質が、カプセル封入された粒子を含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項３１】
　前記エネルギー変調作用物質が、１つまたは複数の分子錯体と結合される、請求項１に
記載の方法。
【請求項３２】
　処理されるべき前記媒質に無機充填剤を提供するステップをさらに含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項３３】
　前記無機充填剤が着色顔料を含む、請求項３２に記載の方法。
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【請求項３４】
　前記無機充填剤がシリカを含む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３５】
　処理すべき前記媒質に水分硬化促進剤を提供するステップをさらに含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項３６】
　前記エネルギー変調作用物質がランタニドキレートを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３７】
　前記媒質へ前記光反応変化を引き起こすステップが、
　前記ビームを処理すべき前記媒質としての接着剤に到達させるステップと、
　前記接着剤を殺菌するステップと、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３８】
　前記接着剤を殺菌するステップが、２つの部品を接着するジョイントを殺菌することを
含む、請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記媒質へ前記光反応変化を引き起こすステップが、
　前記ビームを処理されるべき前記媒質としての未硬化接着剤に到達させるステップと、
　前記接着剤を硬化し、殺菌するステップと、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４０】
　前記接着剤を硬化し殺菌するステップが、２つの部品を接着するジョイントを硬化し殺
菌することを含む、請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記媒質へ前記光反応変化を引き起こすステップが、
　前記ビームを集合体本体内部の深部にある未加工接着剤に到達させるステップと、
　前記接着剤を硬化して接着剤固化集合体を形成するステップと、を含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項４２】
　前記接着剤を硬化するステップが、前記接着剤を殺菌することを含む、請求項４１に記
載の方法。
【請求項４３】
　前記媒質へ前記光反応変化を引き起こすステップが、
　前記ビームを、台所用品の１つの領域を前記台所用品の他の領域に接続するジョイント
領域に到達させるステップと、
　前記ジョイント領域を殺菌するステップと、を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４４】
　前記媒質へ前記光反応変化を引き起こすステップが、
　前記ビームを製品の内部領域に到達させるステップと、
　前記製品の前記内部領域を殺菌するステップと、を含む、請求項１に記載の方法。
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